






























ルール制定につながった。当時，220 名の社員数で，年間の労災事故が 57 件も発生しており，
人事担当者は 3 日に一度はけが人を病院に同行していたということである。安全委員会では，
基本動作の徹底から制服の着用まで初歩的な取り組みが行われたが，その効果は覿面に効いて













島社長の当時の目標設定は極めてシンプルなものだった。「今期 1 年間の売上を来期は 10 か
月で達成しよう」，「売上の半分が原価，その半分が経費で残る半分が利益」などとの発言が飛












島精機の組織に話を戻すと，社員数は創立 20 周年時の 1982 年に 300 人で 100 億円の売上を
達成してから徐々に増えていき，6 年間で 200 人増えて 500 人規模となり 1987 年の企業合併




1988 年の春には 108 名の新入社員を加えた。この中には，高卒女子 33 名を含んでいた。初め
ての生産要員としての女性陣の誕生であった。1985 年の男女雇用機会均等法の施行に基づく
対応として女性の職場開発の先鞭となった。
これらの結果として 770 名まで膨らんだ全社組織は，その後，上場を機に 1,000 人規模にま
で拡大する。上場準備の過程において総務部門の業務と人員が増加し，組織も変化した。内部
牽制機能に特化した部門として社長直結の内部監査室が誕生し，経理部門も増員した。さらに
1991 年 10 階レストラン開設を機に，料飲部門でも増員した。1990 年に完成した本社ビルの対
応のための接遇スタッフなども増えた。












1962 〜 1971 年度 全社期末人員 24 〜 227 人 うち総務部門人員 5 人
1972 〜 1981 年度 〃 　　 229 〜 300 人 〃 　　　 7 〜 10 人
1982 〜 1989 年度 〃 　　 341 〜 778 人 〃 　　　 11 〜 20 人
1990 〜 1994 年度 〃 　　 921 〜 1203 人 〃 　　　 29 〜 52 人
1995 〜 2002 年度 〃 　　 1191 〜 1047 人 〃 　　　 42 〜 30 人
2003 〜 2011 年度 〃 　　 1011 〜 1195 人 〃 　　　 32 〜 32 人


























































































































































































































































































































































































50 周年もそうでしたけど，やらしてもらった時に。ITMA が 2011 年で終わって，





































































































































































































































































































A Study on the Function of the General Affairs Section 
Learning from the Experience of Shima Seiki, Wakayama, Japan
Akira Oda, Kanako Kotaka
Abstract
Shima Seiki Mfg., Ltd. is a leading manufacturer of computerized flatbed knitting 
machines and related design systems and has its main office and factory in Wakayama 
City, Japan. Mr. Masahiro Shima, its current president, started the business. In the textile 
machine boom during Japan’s high growth period, the company surpassed its competitors 
with its automation technology and the high quality and performance of its products. 
Despite the negative impact of the oil shock, it became one of Japan’s top three companies 
in ten years and one of the world’s top companies in twenty years after starting up through 
the successful development of mass-produced computerized machines and comprehensive 
design systems. This article attempts to describe how Shima Seiki’s General Affairs Section 
led by Mr. Fujita so dedicatedly supported the entrepreneurial endeavors of Mr. Shima and 
his followers.
